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数
年
前
か
ら
完
全
に
「
女
性
装
」
で

暮
ら
し
て
い
る
安
冨
さ
ん
は
経
済
学
者

と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　
今
回
は
男
女
平
等
が
進
ん
で
い
な
い

日
本
の
現
状
と
、
立
場
を
守
る
こ
と
を

行
動
の
基
準
と
す
る
た
め
に
か
え
っ
て

人
間
を
縛
っ
て
い
る
「
立
場
主
義
」
を

中
心
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
時
、
人
は
男

の
子
か
女
の
子
か
を
知
り
た
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
身
体
の
一
部
分
の
違
い
に
の

み
注
目
し
て
、
男
女
と
い
う
２
つ
の
性

別
に
分
け
疑
問
を
も
ち
ま
せ
ん
。
そ
し

て
多
様
性
を
認
め
ず
、
社
会
的
役
割
ま

で
決
め
て
い
る
お
か
し
さ
と
問
題
性
に

つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
日
本
社
会
独
特
の
「
立
場
主
義
」

に
つ
い
て
は
、
日
本
の
歴
史
を
紐
解
き
な

が
ら
立
場
を
守
る
こ
と
で
失
わ
れ
る
創

造
性
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
多
数
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
的
確
な
答
え
に
共

感
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

講
演
会
か
ら
の
気
づ
き

　
私
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
「『
立
場

主
義
』
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
に
目

覚
め
る
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。「
立
場

主
義
」…
こ
の
言
葉
が
頭
の
中
で
堂
々

巡
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
安
冨
さ
ん
の
話
は
、
男
ら
し
さ
、
女

ら
し
さ
と
い
う
が
「
ら
し
さ
」
っ
て
何

だ
ろ
う
？
か
ら
始
ま
り
、「
男
女
差
別
を

な
く
す
」
と
い
う
の
は
、
女
性
を
男
性

と
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
で
は
な
い
。

一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
持
っ
て
い
る
能

力
、
感
情
、
苦
し
み
、
楽
し
み
、
喜
び
、

経
験
、
そ
れ
ぞ
れ
に
力
を
持
っ
て
い
て

深
さ
が
あ
る
。
扱
い
を
一
緒
に
す
る
の

は
、
本
質
的
で
は
な
い
。
何
か
に
応
じ

て
区
分
し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
一

人
ひ
と
り
が
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
人

類
社
会
が
基
本
的
に
抱
え
る
問
題
だ
と

思
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
３
年
前
、
安
冨
さ
ん
が
女
性

装
に
変
え
た
こ
と
で
何
が
起
き
た
の

か
？
そ
こ
に
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
今

回
は
、
私
の
身
体
が
望
ん
で
い
る
姿
と

さ
ら
り
と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
　
安
冨
さ
ん
は
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
し
て
、
痩
せ
た
の
で
男
物
の
服

が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
女
性
用

の
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
履
い
た
ら
フ
ィ
ッ
ト

し
た
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
性
格
が
穏

や
か
に
な
っ
て
、
生
活
し
や
す
く
な
り
、

自
ら
の
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
気
づ

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
続
け
て
、

日
本
人
は
立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
に

縛
ら
れ
や
す
い
と
、「
立
場
主
義
」
か
ら

の
解
放
を
訴
え
ま
し
た
。

　
子
供
の
時
か
ら
、
学
校
教
育
で
「
自

分
の
役
割
」
を
叩
き
込
ま
れ
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
さ
れ
て
い
る
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。

長
い
こ
と
学
校
に
行
っ
て
い
る
と
、
役

割
を
演
じ
る
み
た
い
な
こ
と
が
人
間
の

人
生
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
。
立
場

主
義
を
叩
き
こ
ま
れ
、
何
か
わ
か
ら
ず

イ
ラ
イ
ラ
し
て
腹
が
立
つ
。
腹
が
立
つ

の
で
、
人
に
酷
い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
。

　
自
分
自
身
が
、
気
が
違
い
そ
う
に
嫌

な
こ
と
な
の
だ
と
気
づ
き
、
自
分
は
、

男
性
装
を
や
め
た
こ
と
で
、
立
場
主
義

に
縛
ら
れ
な
い
生
き
方
に
気
が
つ
い
て
、

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
著
書
『
あ
り
の
ま
ま
の
私
』
の
「
自
分

自
身
で
な
い
も
の
の
フ
リ
」を
す
る
こ
と

は
、「
す
べ
て
の〝
暴
力
の
根
源
〞で
あ
る

と
い
う
発
見
だ
っ
た
！
」
と
い
う
安
冨

さ
ん
の
結
論
に
納
得
で
し
た
。

（
情
報
誌
編
集
委
員
　
漆
原
）

男
女
平
等
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
　平
成
28
年
９
月
25
日
開
催

「
あ
り
の
ま
ま
」に
生
き
る

　
　
　〜「
ら
し
さ
」か
ら
の
解
放
〜

男
の
フ
リ
や
め
た
東
大
教
授
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

講
師
　
安
冨
歩
さ
ん（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
）

著
書
紹
介

＊『
あ
り
の
ま
ま
の
私
』
ぴ
あ

＊『
生
き
る
技
法
』
青
灯
社

＊『
あ
な
た
が
生
き
づ
ら
い
の
は

　「
自
己
嫌
悪
」
の
せ
い
で
あ
る
。

　
他
人
に
支
配
さ
れ
ず
、自
由
に
生
き
る
技
術
』

　
大
和
出
版

＊『
原
発
危
機
と
「
東
大
話
法
」』

　
明
石
書
店

＊『
超
訳
論
語
　
革
命
の
言
葉

　
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
版
』

　
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン

　
他
　
多
数

　情報コーナーでは、男女平等に関する図書や資
料の貸し出し等を行なっています。台東区立図書
館の利用カードをお持ちください。

場　　所：男女平等推進プラザ「はばたき21」
　　　　　（台東区立生涯学習センター４階）
貸出時間：火～土曜日　午前９時～午後８時
（ただし、日曜・祝日・図書館休館日は午後５時まで）

『はばたき21通信』のこれまでの歩み

 1 号 2002. 7 Habataki21：AtoZ
 2 号 2002. 9 ジェンダーフリー　教育の進んだノルウェーに学ぶこと
 3 号 2002.12 「２１世紀の働きかた」安心して働くことのできる仕事
 4 号 2003. 3 あなたと私のまわりでは？
 5 号 2003. 6 相談室へ！
 6 号 2003. 9 選べないのはなんでかな？　母親以外の私も選びたい
 7 号 2004. 3 アサーティブネスってなぁに？
 8 号 2004. 8 チャレンジ！女性のチャレンジは男性の元気、社会の活気！
 9 号 2005. 3 わたしの中の、「元気」に出会う。あなたの元気を見つけるために
 10 号 2005. 9 育児・介護休業法改正の４つのポイント

 11 号 2006. 3 いろんな世代　いろんな暮らし
 12 号 2006. 9 「はばたき２１」は５周年を迎えました！
 13 号 2007. 3 多様な暮らしと法律との関係　くらしの中の身近な法律 PARTⅠ
 14 号 2007. 7 多様な暮らしと法律との関係　くらしの中の身近な法律 PARTⅡ
 15 号 2008. 3 配偶者暴力防止法（DV防止法）が改正されました
 16 号 2008. 8 見てみよう「男女平等に関する区民意識調査」結果
 17 号 2009. 3 台東区で迎えるおひとりさまの老後への旅
 18 号 2009. 9 ワーク・ライフ・バランス　～仕事と生活の調和～
 19 号 2010. 3 台東区で暮らす世界の女性たち　あなたの隣に住む人は？
 20 号 2010. 9 もっと身近に　はばたき２１相談室

 21 号 2011. 3 気づいたときに始めよう「わたしたち　始めました　こんなこと」
 22 号 2011. 8 The 10th Anniversary「はばたき２１」１０年の歩み
 23 号 2012. 3 今だから考えるパートナーシップ
 24 号 2012. 9 「男女平等」はもう当たり前？
 25 号 2013. 3 “自分を楽しむ”普通って何？
 26 号 2013. 8 「夫婦げんか」と「DV」の違い　あなたはどう思いますか？
 27 号 2014. 3 「少子化」
 28 号 2014. 8 小室淑恵さんに聞いてみよう「仕事と暮らしの幸せな関係」
 29 号 2015. 3 男女平等推進プラザ「はばたき２１」ってどんなところ？
 30 号 2015. 8 台東区男女平等推進基本条例制定・施行記念特集号

 31 号 2016. 3 防災備えていますか？～女性の目線で防災力UP！～
 32 号 2016. 8 女性が活躍する社会へ　動きだした「女性活躍推進法」

『はばたき21通信』は、男女平等推進についての情報を発信する情報誌です。
年２回発行しており、バックナンバーは「はばたき21」の情報コーナーで閲覧できます。

は
ば
た
き
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情
報
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ー
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〈おすすめ図書案内〉

『１４歳からわかる生命倫理』
雨宮　処凛　著
河出書房新社　発行

『叩かず甘やかさず
子育てする方法』
エリザベス・クレアリー　著
築地書館　発行




